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【平成20年度・後期学期ミクロ経済学II・中間試験のための追加問題】
【追加問題１】完全競争市場に直面するある企業の（総）費用関数がC＝2ｑ２+128である。このとき、次の問いに答えなさい。ただしXはこの企業の生産物の産出量を表し、ｑ≧0とする。

(1) 平均費用（AC）関数と限界費用(MC)関数をそれぞれ求め、かつ求めたこれらの関数を図示しなさい。（大体の形でなく、正確に描くこと）

(2) Xの値がどの値のときACは最小となるか求めなさい。

(3) 市場で生産物の価格が４０と与えられたとき、この企業が利潤を最大とするには、どれだけ生産すればよいか、最適生産量を求め、かつそのときの利潤を求めなさい。

【追加問題2】解答用紙に与えられたように、総費用曲線が間延びした逆S字の形状を示すとき、次の(1)～(5)に答えなさい

(1) 与えられた総費用曲線上の適当な点を選び、固定費と可変費の関係をこの図上で説明しなさい。 PRINT \p para "[ /EMC pdfmark [ /StPop pdfmark" 
(2)  PRINT \p para "[ /Subtype /P /StPNE pdfmark" 

 PRINT \p para "[ /StBMC pdfmark" 限界費用、平均費用、平均可変費用、平均固定費用について数式で定義を述べ、それぞれを総費用曲線の図から導き出す方法を説明しなさい．

(3) (2)にしたがって、限界、平均、平均可変費用曲線を作図しなさい。 PRINT \p para "[ /EMC pdfmark [ /StPop pdfmark" (これらの各費用曲線だけのグラフを与えられたグラフの真下の軸を利用して描き、上の総費用曲線との関係を明らかにすること。)

(4)  PRINT \p para "[ /Subtype /P /StPNE pdfmark" 

 PRINT \p para "[ /StBMC pdfmark" 

 PRINT \p para "[ /Subtype /P /StPNE pdfmark" 

 PRINT \p para "[ /StBMC pdfmark" 企業が利潤最大となるように生産高を決定するときの条件を述べ、この企業が正の利潤をあげている状態で、利潤最大となる生産量を与えられた図および(3)で作成した図に描き入れなさい。 PRINT \p para "[ /EMC pdfmark [ /StPop pdfmark" 
(5)  PRINT \p para "[ /Subtype /P /StPNE pdfmark" 

 PRINT \p para "[ /StBMC pdfmark" (4)で表した企業および市場が最終的な市場均衡(つまり、市場価格=平均費用の最少値となる)に至る過程を説明しなさい。 PRINT \p para "[ /EMC pdfmark [ /StPop pdfmark" 
【追加問題3】 つぎのように、ある企業の総費用関数と限界費用関数が与えられているとき、(A)，（B）に答えなさい。

TC=2.5q2+2，    MC=5q

(A) 市場価格が0.5である場合の利潤関数を示しなさい。またこの費用曲線の固定費はいくらか？

(B) この企業が利潤最大化するように生産量を選んだときの最適生産量と、総利潤を求めなさい。
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